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伊藤 公成。小菅 裕明
*・
武田 真一

‐・千葉満男=*・ 小野剛志

(岩手県立農業試験場 。
*千
属農業改良普及所・

ホ*岩
手県農蚕課 。

‐*岩
手県農村振興課)

Occurrence of Rice Bro、 vn Spot and control 4ヽeasures in I、 vate Prefecture

Kousei ITo, Hiroaki K∝ uoA莱 , Shinichi l'AKEDA**. l`ituo CHIBA・
ネ摯 and Tsuyoshi ONo

(蜘島事I鮮蝋質書‖聾≪蘇祠 平h)
1 は じ め に

岩手県三陸/nt岸地帯ではイネごま葉枯病の発生が多く
,

被害がひどくなるといわゆる「穂枯れJ現象を引き起こし,
収量の減少や品質低下を招いている。このためこの地帯を

対象に被害程度別に土壌調査及び稲体分析を行い,イ ネご

ま葉枯病の発生要因について解析した。また,こ れらの要

因解析をもとにイネごま葉枯病の軽減対策試験を実施した。

2試 験 結 果

(1)実態調査

1)対象地区 :千厩,大船渡,遠野,釜石,宮古,岩
泉,久慈.軽米普及所管内

2)調査項目 :土壌理化学性
稲体養分含有率 (成熟期)

0)軽減対策試験
1)試験場所 :岩手県大槌町前段
2)供試品種 :キ ヨニンキ
3)土壌条件 :れ き質灰色低地土,灰褐系 (柏山統)
4)試験区の構成
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.3 試験結果及び考察

0)実態調査
1)地質及び断面形態
岩手県におけるイネごま葉枯病の発生は図 1の とおり沿

岸地帯に多く,「穂枯れJはほとんどが沿岸地帯で発生 し

ていた。これらの地帯の地質はほとんどが花嵩岩質であぅ

図 1 ごま葉枯病の発生分布と地質の関係

た。イネごま葉枯病の発生程度別に土壌タイプを整理する

と,発生圃場は砂礫層が浅い位置から出現し,と くに被害

のひどいところでは作土直下から砂礫層が出現している例

が多かった。また土性は砂質系が多かった。

2):t壌化学性の特徴

発生地帯は全般的に土壌養分が少ない圃場であるが,表

1の ように特に被害のひどいところでは易還元性マンガン

が少なかった。また可給態珪酸あるいは遊離酸化鉄の少な

い圃場でも発生が比較的多かった。

3)稲体養分吸収
図 2に示すとおり,茎葉中のマンガン濃度が1000ppm

を下回るとイネごま葉枯病の被害が急激に増大し,ま た茎

葉中のII酸濃度が5%を下回ってもマンガンと同様に被害
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表 1 ごま葉‖i病常発地帯の程度別理化学性 (1988)

図2 ごま葉枯病による被害程度と稲体のマンガン,
珪酸吸収の関係 (1988)

はひどくなる傾向にあった。

0)イ ネごま葉枯病被害軽減対策試験結果
以上のようなことから,イ ネごま葉枯病はれき質浅耕土

で養分含量の少ない上壌,特に窒素・ マンガン・珪酸等の

養分の少ない圃場で多発すると考えられた。そこで被害軽

減対策試験はマンガン肥料の施用効果及びLP肥料による

窒素成分の持続的な施肥効果について検討した。

マンガン肥料を施用すると初期生育が旺盛となり,6月

表 2 対策試験結果

(D110a当 たり)

図 3 止め葉の発病状況 (1枚当たり)

下旬の生育は慣行区及びLP施用区を上回る結果となった。

とくに茎数増加は著しく,こ のため収量は増加し, 2か年

とも慣行に比べ約10%前後の増収となった。また,ごま葉

枯病の止め葉における病斑数は慣行区より少なかった。

LP肥料は100日 タイプを50%と 70%配合したものについ

て検討を行った。これら2つ の配合割合とも初期生育は慣

行区とほぼ同等な生育経過を示すが,ごま葉枯病の病斑数

は慣行区よりかなり少なく,収量は慣行区を10%以上上回

る結果となった。しかし,50%配合は70%配合に比べ登熟

期まで施肥効果が持続せず,収量はやや少なめとなった。

以上を要するに,マ ンガン肥料はとくに初期生育の向上

に効果を示し,LP肥料は生育中後期の稲体の栄養改善に

効果が認められ,イ ネごま葉枯病の発生は軽減される。 し
かし,マ ンガン肥料は初期生育を確保しても7月 以降の窒

素栄養が不足するため,イ ネごま葉枯病の発生軽減にはや

や効果が小さい。一方,LPIIE料は生育初期の効果は小さ

いものの後期まで窒素栄養が持続 し,イ ネごま葉枯病の発

生軽減効果はより大きいといえる。

4 ま と め

(0 イネごま葉枯病の発生はれき質浅耕土,砂質系の土
壌型で多い。化学性についてみると,と くに易還元性マン

ガンが不足すると被害がひどく,可給態珪酸,遊離酸化鉄

の不足する圃場でも発生が比較的多い。稲体養分濃度をみ

ても以上のような養分が少ないと被害が大きい。

2)イ ネごま葉枯病の発生を軽減するにはマンガン肥料,
及びI′P肥料の施用が効果を示した。前者は初期生育の確

保による発生軽減,後者は中後期の窒素栄養の確保による

発生軽減に効果が認められ,こ れら両者の組合せで一層効

果が高まる。
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